
(57)【要約】

【課題】モジュールを分割し、製作容易性、メンテナン

ス性を向上すると共に充分な接地性能が得られる様にす

る。

【解決手段】複数の機能部で構成される電子機器のモジ

ュールが、機能部を具備する様に分割され、分割された

部分４６，５３，５４，５９はそれぞれベース２８，２

９，３０，３１と基板４４，５１，５２，５７を有し、

隣接する分割部が前記ベースと前記基板とが重合する部

分３３，３４，４１，４２を有し、重合する部分は螺子

止可能である。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
複 数 の 機 能 部 で 構 成 さ れ る 電 子 機 器 の モ ジ ュ ー ル が 、 機 能 部 を 具 備 す る 様 に 分 割 さ れ 、 分
割 さ れ た 部 分 は そ れ ぞ れ ベ ー ス と 基 板 を 有 し 、 隣 接 す る 分 割 部 が 前 記 ベ ー ス と 前 記 基 板 と
が 重 合 す る 部 分 を 有 し 、 重 合 す る 部 分 は 螺 子 止 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 電 子 機 器 の モ
ジ ュ ー ル 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 電 子 機 器 を 構 成 す る モ ジ ュ ー ル の 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
大 型 或 は 多 機 能 の 電 子 機 器 で は 、 製 作 上 或 は メ ン テ ナ ン ス 上 か ら 機 能 毎 に モ ジ ュ ー ル 化 さ
れ 、 複 数 の モ ジ ュ ー ル が シ ャ ー シ 、 ラ ッ ク に 組 込 ま れ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ７ 、 図 ８ は 従 来 の モ ジ ュ ー ル を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ベ ー ス １ に 配 線 基 板 ２ が 取 付 け ら れ 、 該 配 線 基 板 ２ に 枠 状 の フ レ ー ム ３ が 取 付 け ら れ 、 更
に 該 フ レ ー ム ３ に 図 示 し な い カ バ ー が 取 付 け ら れ て い る 。 前 記 配 線 基 板 ２ に は 分 配 部 ４ 、
電 力 増 幅 部 ５ ， ６ 、 合 成 部 ７ 等 の 所 要 の 機 能 部 が 構 成 さ れ 、 該 分 配 部 ４ 、 電 力 増 幅 部 ５ ，
６ 、 合 成 部 ７ は 前 記 フ レ ー ム ３ に よ り 仕 切 ら れ 分 離 さ れ る 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
次 に 、 図 ９ 、 図 １ ０ は 他 の 従 来 の モ ジ ュ ー ル を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
該 他 の 従 来 例 で は 、 機 能 部 毎 に 分 割 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ベ ー ス １ ０ は 機 能 部 毎 に 分 割 さ れ た 分 配 部 ベ ー ス １ １ 、 電 力 増 幅 部 ベ ー ス １ ２ ， １ ３ 、 合
成 部 ベ ー ス １ ４ に よ り な り 、 前 記 分 配 部 ベ ー ス １ １ に 分 配 部 基 板 １ ６ が 取 付 け ら れ 、 更 に
分 配 部 カ バ ー １ ７ が 取 付 け ら れ 、 分 配 部 １ ５ が 構 成 さ れ 、 前 記 電 力 増 幅 部 ベ ー ス １ ２ に は
電 力 増 幅 部 基 板 １ ９ が 取 付 け ら れ 電 力 増 幅 部 １ ８ が 構 成 さ れ 、 同 様 に 前 記 電 力 増 幅 部 ベ ー
ス １ ３ と 電 力 増 幅 部 基 板 ２ ２ に よ り 電 力 増 幅 部 ２ １ が 構 成 さ れ 、 前 記 合 成 部 ベ ー ス １ ４ と
合 成 部 基 板 ２ ４ 、 合 成 部 カ バ ー ２ ５ に よ り 、 合 成 部 ２ ３ が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
前 記 分 配 部 ベ ー ス １ １ 、 電 力 増 幅 部 ベ ー ス １ ２ ， １ ３ 、 合 成 部 ベ ー ス １ ４ は 図 示 し て い な
い 結 合 プ レ ー ト に 固 定 さ れ 、 一 体 化 さ れ る 様 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 前 者 の 従 来 例 で は 、 構 造 は 簡 単 で あ る が 、 前 記 分 配 部 ４ 、 電 力 増 幅 部 ５ ， ６ 、 合 成 部
７ 等 に つ い て 個 々 に 切 分 け 、 性 能 試 験 を 行 う こ と が 難 し く 、 又 所 定 区 間 （ 例 え ば 前 記 分 配
部 ４ か ら 電 力 増 幅 部 ５ 迄 の 回 路 等 の 回 路 特 定 区 間 ） で の 性 能 を 確 認 す る こ と が 困 難 で あ っ
た 。 更 に 、 モ ジ ュ ー ル 単 体 で の 安 定 し た 評 価 調 整 の 測 定 を 行 う 為 に は 、 モ ジ ュ ー ル を 設 計
、 製 作 す る 度 に 評 価 用 の 基 板 、 治 具 を 用 意 す る 必 要 が 生 じ 、 製 品 の 開 発 時 間 、 費 用 に 影 響
を 及 し て い た 。 又 、 単 体 評 価 の 結 果 を 反 映 さ せ る 為 に は 、 単 体 評 価 を 行 っ た モ ジ ュ ー ル を
そ の ま ま 装 置 に 実 装 す る 必 要 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
上 記 後 者 の 従 来 例 で は 、 各 機 能 部 個 々 に 評 価 試 験 を 行 え 、 個 々 の 性 能 チ ェ ッ ク を 行 え る 等
製 作 、 メ ン テ ナ ン ス 上 優 位 で あ っ た が 、 各 機 能 部 が 分 離 さ れ た こ と 、 特 に 配 線 基 板 が 分 割
し た こ と で 、 接 地 性 能 の 低 下 を 招 く こ と と な り 、 別 途 接 地 性 能 を 確 保 す る 手 段 を 講 じ な け
れ ば な ら な か っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
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本 発 明 は 斯 か る 実 情 に 鑑 み 、 モ ジ ュ ー ル を 分 割 し 、 製 作 容 易 性 、 メ ン テ ナ ン ス 性 を 向 上 す
る と 共 に 充 分 な 接 地 性 能 が 得 ら れ る 電 子 機 器 の モ ジ ュ ー ル 構 造 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 複 数 の 機 能 部 で 構 成 さ れ る 電 子 機 器 の モ ジ ュ ー ル が 、 機 能 部 を 具 備 す る 様 に 分
割 さ れ 、 分 割 さ れ た 部 分 は そ れ ぞ れ ベ ー ス と 基 板 を 有 し 、 隣 接 す る 分 割 部 が 前 記 ベ ー ス と
前 記 基 板 と が 重 合 す る 部 分 を 有 し 、 重 合 す る 部 分 は 螺 子 止 可 能 で あ る 電 子 機 器 の モ ジ ュ ー
ル 構 造 に 関 す る も の で あ る
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し つ つ 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 で は 、 電 子 機 器 の モ ジ ュ ー ル が 機 能 部 毎 に 分 割 さ れ て お り 、 ベ ー ス ２ ７ は 機 能 部 に
対 応 す る 様 分 配 部 ベ ー ス ２ ８ 、 電 力 増 幅 部 ベ ー ス ２ ９ ， ３ ０ 、 合 成 部 ベ ー ス ３ １ に 分 割 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
前 記 分 配 部 ベ ー ス ２ ８ の 一 辺 に は ２ 箇 所 に 凸 部 ３ ３ ， ３ ４ が 形 成 さ れ 、 又 前 記 分 配 部 ベ ー
ス ２ ８ の 対 辺 に は 凸 部 ３ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 前 記 電 力 増 幅 部 ベ ー ス ２ ９ ， ３ ０ の 一 辺 及
び 対 辺 に は そ れ ぞ れ 凹 部 ３ ６ ， ３ ７ 及 び 凹 部 ３ ８ ， ３ ９ が 形 成 さ れ て い る 。 前 記 合 成 部 ベ
ー ス ３ １ の 一 辺 に 凸 部 ４ １ ， ４ ２ を 形 成 し 、 対 辺 に 凸 部 ４ ３ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
前 記 分 配 部 ベ ー ス ２ ８ に 分 配 部 基 板 ４ ４ が 取 付 け ら れ 、 更 に 分 配 部 カ バ ー ４ ５ が 取 付 け ら
れ 、 分 配 部 ４ ６ が 構 成 さ れ る 。 前 記 分 配 部 カ バ ー ４ ５ は 少 な く と も 前 記 凸 部 ３ ３ ， ３ ４ 、
前 記 凸 部 ３ ５ に 対 応 す る 部 分 （ 本 実 施 の 形 態 で は ４ 箇 所 ） に 凹 部 ４ ７ ， ４ ８ ， ４ ９ ， ５ ０
が 形 成 さ れ 、 前 記 分 配 部 基 板 ４ ４ の 前 記 凹 部 ４ ７ ， ４ ８ ， ４ ９ ， ５ ０ の 部 分 が 露 出 す る 様
に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
前 記 電 力 増 幅 部 ベ ー ス ２ ９ 、 前 記 電 力 増 幅 部 ベ ー ス ３ ０ に は そ れ ぞ れ 電 力 増 幅 部 基 板 ５ １
， ５ ２ が 取 付 け ら れ 、 電 力 増 幅 部 ５ ３ ， ５ ４ が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
前 記 電 力 増 幅 部 基 板 ５ １ は 前 記 凹 部 ３ ６ 、 前 記 凹 部 ３ ８ を 覆 う 形 状 を 有 し 、 該 凹 部 ３ ６ 、
該 凹 部 ３ ８ を 覆 う 部 分 に 止 め 孔 ５ ５ が 穿 設 さ れ て い る 。 前 記 電 力 増 幅 部 基 板 ５ ２ は 凹 部 ３
７ ， ３ ９ を 覆 う 形 状 を 有 し 、 該 凹 部 ３ ７ 、 該 凹 部 ３ ９ を 覆 う 部 分 に 止 め 孔 ５ ６ が 穿 設 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
前 記 合 成 部 ベ ー ス ３ １ に は 合 成 部 基 板 ５ ７ が 取 付 け ら れ 、 更 に 合 成 部 カ バ ー ５ ８ が 取 付 け
ら れ 、 合 成 部 ５ ９ が 構 成 さ れ る 。 前 記 合 成 部 カ バ ー ５ ８ は 前 記 分 配 部 カ バ ー ４ ５ と 同 様 な
形 状 を 有 し 、 前 記 合 成 部 基 板 ５ ７ の 一 部 を 露 出 さ せ る 凹 部 ６ １ ， ６ ２ ， ６ ３ ， ６ ４ が 形 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
前 記 凸 部 ３ ３ 、 前 記 凸 部 ３ ４ を 前 記 凹 部 ３ ６ 、 前 記 凹 部 ３ ７ に 嵌 合 し 、 前 記 凸 部 ４ １ 、 凸
部 ４ ２ を 前 記 凹 部 ３ ８ 、 凹 部 ３ ９ に 嵌 合 す る こ と で 、 前 記 分 配 部 ４ ６ 、 電 力 増 幅 部 ５ ３ 、
電 力 増 幅 部 ５ ４ 、 合 成 部 ５ ９ の 位 置 関 係 が 決 定 さ れ る 。 前 記 分 配 部 ベ ー ス ２ ８ 、 電 力 増 幅
部 ベ ー ス ２ ９ 、 電 力 増 幅 部 ベ ー ス ３ ０ 、 合 成 部 ベ ー ス ３ １ を 結 合 プ レ ー ト ６ ６ （ 図 ４ 参 照
） に 固 着 す る こ と で 一 体 化 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
又 、 前 記 電 力 増 幅 部 基 板 ５ １ を 前 記 止 め 孔 ５ ５ ， ５ ５ を 通 し て 前 記 凸 部 ３ ３ ， ４ １ に 螺 子
６ ７ ， ６ ８ で 固 定 し 、 前 記 電 力 増 幅 部 基 板 ５ ２ を 前 記 止 め 孔 ５ ６ ， ５ ６ を 通 し て 前 記 凸 部
３ ４ 、 凸 部 ４ ２ に 螺 子 ６ ７ ， ６ ８ で 固 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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各 機 能 部 間 の 結 合 、 例 え ば 、 図 ３ 、 図 ４ に 於 い て 、 前 記 電 力 増 幅 部 ５ ３ と 合 成 部 ５ ９ と の
係 合 状 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
前 記 電 力 増 幅 部 基 板 ５ １ の 裏 面 で 前 記 凸 部 ４ １ に 当 接 す る 部 分 は ア ー ス パ タ ー ン ６ ９ が 形
成 さ れ て お り 、 前 記 螺 子 ６ ８ で 前 記 電 力 増 幅 部 基 板 ５ １ を 前 記 凸 部 ４ １ に 固 着 す る こ と で
、 前 記 ア ー ス パ タ ー ン ６ ９ が 前 記 凸 部 ４ １ に 圧 着 さ れ 、 前 記 電 力 増 幅 部 基 板 ５ １ と 前 記 合
成 部 ５ ９ 間 の ア ー ス が 確 保 さ れ る 。 又 、 前 記 電 力 増 幅 部 ５ ４ と 前 記 合 成 部 ５ ９ 、 及 び 前 記
分 配 部 ４ ６ と 前 記 電 力 増 幅 部 ５ ３ 、 電 力 増 幅 部 ５ ４ に つ い て も 同 様 に ア ー ス が 確 保 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 、 前 記 各 機 能 部 に つ い て の 評 価 試 験 を 行 う 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ５ は 前 記 電 力 増 幅 部 ５ ３ 、 又 は 前 記 電 力 増 幅 部 ５ ４ を 単 体 で 評 価 試 験 を 行 う 場 合 を 示 し
て お り 、 前 記 電 力 増 幅 部 ベ ー ス ２ ９ の 両 端 に 接 続 治 具 ７ １ ， ７ １ が 取 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
該 接 続 治 具 ７ １ は 前 記 電 力 増 幅 部 ベ ー ス ２ ９ に 固 定 可 能 な コ ネ ク タ 台 ７ ２ に コ ネ ク タ ７ ３
が 取 付 け ら れ た も の で あ り 、 該 コ ネ ク タ ７ ３ は 測 定 器 等 の 評 価 試 験 装 置 に 接 続 可 能 で あ り
、 又 前 記 電 力 増 幅 部 基 板 ５ １ の 回 路 に も 接 続 さ れ る 様 に な っ て い る 。 而 し て 、 前 記 電 力 増
幅 部 ５ ３ 単 体 の 評 価 が 行 え る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
又 、 複 数 の 機 能 部 を 組 合 わ せ た 状 態 で も 評 価 試 験 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ６ で 示 す 様 に 、 前 記 電 力 増 幅 部 ５ ３ 、 前 記 電 力 増 幅 部 ５ ４ 、 前 記 合 成 部 ５ ９ を 組 合 わ せ
、 更 に 別 途 電 力 増 幅 部 ７ ４ を 追 加 し た 構 成 で 評 価 試 験 が 行 え る 様 に な っ て い る 。 尚 、 前 記
電 力 増 幅 部 ５ ３ ， ５ ４ と 前 記 分 配 部 ４ ６ と の 組 合 わ せ で 評 価 試 験 が 可 能 で あ る こ と は 言 う
迄 も な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
尚 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 例 え ば 前 記 電 力 増 幅 部 ベ ー ス ２ ９ に 凹 部 を 形 成 し 、 前 記 分 配 部
ベ ー ス ２ ８ 、 合 成 部 ベ ー ス ３ １ と 係 合 し た が 、 要 は 各 機 能 部 の 基 板 と 隣 接 す る 他 の ベ ー ス
と が 一 部 重 合 し 、 螺 子 で 固 着 で き れ ば 良 く 、 連 設 す る ベ ー ス に 重 合 す る 凸 部 を 基 板 に 形 成
し 、 該 基 板 の 凸 部 を ベ ー ス に 螺 子 止 す る 様 に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 述 べ た 如 く 本 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の 機 能 部 で 構 成 さ れ る 電 子 機 器 の モ ジ ュ ー ル が 、 機
能 部 を 具 備 す る 様 に 分 割 さ れ 、 分 割 さ れ た 部 分 は そ れ ぞ れ ベ ー ス と 基 板 を 有 し 、 隣 接 す る
分 割 部 が 前 記 ベ ー ス と 前 記 基 板 と が 重 合 す る 部 分 を 有 し 、 重 合 す る 部 分 は 螺 子 止 可 能 で あ
る の で 、 モ ジ ュ ー ル が 機 能 に 応 じ て 分 割 で き 、 製 作 容 易 性 、 メ ン テ ナ ン ス 性 が 向 上 す る と
共 に 隣 接 す る ベ ー ス と 基 板 と が 螺 子 止 さ れ る の で 、 充 分 な 接 地 性 能 が 得 ら れ る と い う 優 れ
た 効 果 を 発 揮 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 使 用 さ れ る ベ ー ス の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 機 能 部 の 結 合 箇 所 の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 該 結 合 部 分 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 於 け る 単 一 の 機 能 部 の 試 験 を 行 う 場 合 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 於 け る 複 数 の 機 能 部 組 合 わ せ の 試 験 を 行 う 場 合 の 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 該 従 来 例 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 他 の 従 来 例 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 １ ０ 】 該 他 の 従 来 例 に 使 用 さ れ る ベ ー ス の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
２ ８ 　 　 　 　 分 配 部 ベ ー ス
２ ９ 　 　 　 　 電 力 増 幅 部 ベ ー ス
３ ０ 　 　 　 　 電 力 増 幅 部 ベ ー ス
３ １ 　 　 　 　 合 成 部 ベ ー ス
３ ３ 　 　 　 　 凸 部
３ ４ 　 　 　 　 凸 部
３ ６ 　 　 　 　 凹 部
３ ７ 　 　 　 　 凹 部
３ ８ 　 　 　 　 凹 部
３ ９ 　 　 　 　 凹 部
４ １ 　 　 　 　 凸 部
４ ２ 　 　 　 　 凸 部
４ ４ 　 　 　 　 分 配 部 基 板
４ ６ 　 　 　 　 分 配 部
５ １ 　 　 　 　 電 力 増 幅 部 基 板
５ ２ 　 　 　 　 電 力 増 幅 部 基 板
５ ３ 　 　 　 　 電 力 増 幅 部
５ ４ 　 　 　 　 電 力 増 幅 部
５ ７ 　 　 　 　 合 成 部 基 板
５ ９ 　 　 　 　 合 成 部
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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